
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時） 

令和８年８月２８日 

京都市産業観光局スタートアップ・産学連携推進室 

（公財）京都高度技術研究所 ICT 研究開発部 

 

令和８年度 京都市 AI・ロボティクス等導入検討 

伴走支援事業 参加者募集開始 

～専門家と二人三脚で AI・ロボ等の導入を検討してみませんか～ 
 

京都市及び公益財団法人京都高度技術研究所（ASTEM）では、市内に拠点を持つ中小企

業等を対象に、業務の自動化・高度化を通じ、生産性向上を目的とする AI やロボットの導

入や、サイバー攻撃対策のためのセキュリティ対策強化及び人材育成を推進する会員制プ

ラットフォーム「AI・ロボティクス・セキュリティ等導入促進プラットフォーム」を創設し

ます。 

この度は、本プラットフォームの取組の一環として、市内の中小企業等への AI、IoT、ロ

ボティクス、セキュリティ等の導入を ASTEM の専門コーディネータ（専門家）が伴走支援

することで、課題の抽出や導入効果の予測などを行う「令和８年度 京都市 AI・ロボティク

ス等導入検討伴走支援事業」を９月１日より開始し、事業者を募集します。 

本事業では、「自社に合った進め方が分からない」、「自社の課題を整理し、ＡＩやロボッ

トの導入効果を検証したい」などの課題に対し、ASTEM の専門コーディネータが現場を最

大６回訪問し、助言などを行うほか、改善に向けた報告書を無料で作成・提供します。 

 

＜事業概要＞ 

●対象者 

京都市内に主たる事業所又は事業拠点を有する中小企業等 

 

●採択予定数 ３０社 

 

●募集期間 

令和８年９月１日～１１月３０日 

（※）採択件数（30 件）に達し次第、公募期間内でも終了します。 

 

●費用 無料 

 

●本事業で期待できる効果 

専門家による伴走支援を通じて、AI・ロボティクス等の導入意向やアイデアの実行に向け

た構想・計画とすることを目的としています。具体的には、次のような成果が期待できます。 



 

① 現場や業務の課題の明確化。 

② AI・ロボティクスの活用が期待できる業務や工程の整理。 

③ 自社に適した導入方法や進め方の検討。 

④ 導入による効果や必要な準備の整理。 

⑤ PoC（概念検証）などに向けた具体的な計画の作成。 

 

＜申請について＞ 

●申請方法／提出方法 

ＷＥＢからの申請となります。 

① 以下ＵＲＬもしくは二次元コードから申込みページにアクセスし、各種様式を 

ダウンロードしてください。ＵＲＬ：https://www.astem.or.jp/r8bansou 

② 各種様式への入力後、同サイトにファイルをアップロードすると申込み完了となります。 

 

＜注意事項＞ 

本募集への申請をもって、「AI・ロボティクス・セキュリティ導入促進プラットフォー

ム事業プラットフォーム」へ自動的に会員登録されるものとします。詳細は、申込みペー

ジ内「令和８年度 京都市 AI・ロボティクス等導入検討伴走支援事業募集要領 別紙 1」

をご覧ください。 

その他、本事業に関する具体的な要件等は、「令和８年度 京都市 AI・ロボティクス等

導入検討伴走支援事業募集要領」をご確認ください。 

 

＜本事業に関するお問合せ先＞ 

公益財団法人京都高度技術研究所 ICT 研究開発部 

AI・ロボティクス等導入検討伴走支援事務局 

E-mail：aipf-consulting@astem.or.jp 

※メールにてお問い合わせください。 

 

＜報道機関からのお問合せ先＞ 

京都市産業観光局スタートアップ・産学連携推進室 

電話：075-222-3324 メールアドレス：sanshin@city.kyoto.lg.jp 
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